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インターバンクの声 （2016 年 6 月 20 日） 
 

日銀の追加金融緩和の見送りが市場予想通りだったにも関わらず、木曜日には円

買い・ドル売りが急速に進んだ。１０３円５０銭台まで円買いが進んだ後、金曜日の

東京の朝方１０４円台後半まで円が売り戻される調整が入ったが、市場では日銀の

追加金融緩和は見送られたのではなく、日銀の景気刺激策が手詰まりになっている

との見方も広がって、ドル円は再び１０４円台前半まで下落した。この円買いは、日

銀の会合結果にもよるが、より大きな背景は２３日に実施する英国の欧州連合（ＥＵ） 

からの離脱の是非を問う国民投票で英国のＥＵ離脱の可能性が高まりつつあったた

めだ。リスク回避による円買い、英ポンドやユーロ売りの圧力も強まっていたが、英国

のＥＵ残留支持を訴えていた女性下院議員が殺害されたことで事態が急変、為替

や株価に大きな調整が入った。残留派、離脱派ともに運動を停止、一部には国民

投票の実施延期の憶測も出ているが、事件によって残留支持派への支持が増えて

いる模様だ。英ポンドやユーロにポジション調整による買戻しが出ているが、これで 

ＥＵ残留派の勝利と考えるのはまだ早いだろう。 
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